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OCVB自主企画事業 

「沖縄観光 2020プロジェクト～未来を担う若者たちからの提案～」実施について 

 

１．事業背景と目的 

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（以下、OCVBという。）では、 

2017年度までの過去 4年間、沖縄県事業の一環として県内の学生が学生ならではの 

視点でおすすめの卒業旅行プランを作る、「学卒プロジェクト」を展開してきた。本プ 

ロジェクトを通じ学生と地域観光産業関連事業者との交流を深めたことで、県内学生 

の観光業界への興味関心を促し、未来の観光人材になりうる機会の創出並びに国内市 

場における学生層の安定的な誘客を目指した。 

この度、OCVBでは 2018年度より自主事業として展開を開始した「沖縄観光 2020

プロジェクト」を継続し、本県のリーディング産業である観光産業を支えていく人材

の育成に取り組む。具体的には、学卒プロジェクトの「学生が主体」といった目的を

引継ぎ、人材不足が課題である観光関連事業者と学生を結びつけることで沖縄観光に

対する興味関心を醸成し、観光産業を担う人材育成とその定着を目指す。 

 

２．実施概要（案） 

  名  称：沖縄観光 2020プロジェクト～未来を担う若者たちからの提案～ 

  主  催：OCVB 

  対  象：沖縄県内の大学、短期大学、専門学校に在籍する学生 

  募集期間：8月 5日（月）～9月 17日（火）迄 

  内  容：下記（1）～（6）について実施する。 

（1） 観光に関する講義、ワークショップ等の実施 

観光に関する講義や協力先企業の課題解決を図る為のワークショップを実 

施することで、県内の観光業界に関する理解促進に寄与する。更には観光の 

現場で働く観光産業関連事業者との交流を通じ、学生が社会人に向けての第 

一歩を踏み出すきっかけを創出する。 

【日程案】①オリエンテーション ：10月 15日（火）18時半～20時 

     ②第 1回ワークショップ：11月 14日（木）18時半～20時 

     ★会社経営者等と学生の意見交換会の開催：11月下旬～12月上旬 

     ③第 2回ワークショップ：12月 3日（火）または 9日（月） 

     ④第 3回ワークショップ：1月中旬～下旬 

     ⑤第 4回ワークショップ：2月上旬 

     ⑥第 5回ワークショップ：2月中旬～下旬（成果発表） 

 

（2） OCVB・協力先団体や事業者と学生のマッチング 

  主催である OCVBをはじめ、協力先の団体・事業者の方々と学生が毎回直接 
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意見交換を行える機会を提供するとともに、人材不足が課題である観光関連事 

業者と学生を結びつけるマッチングを行い、沖縄観光の魅力を伝え業界を担う 

人材育成と定着を図る。 

【協力先企業】 

①日本トランスオーシャン航空株式会社（航空業界） 

 ②沖縄ツーリスト株式会社（旅行業界） 

 ③株式会社かりゆし（ホテル業界） 

 ④株式会社南都（観光施設） 

 

  （3）会社経営者等と学生の意見交換会の開催 

      OCVBや協力先団体・事業者の経営者等と学生が意見を交える場を設け、沖 

縄観光において第一線で活躍する方々からのフィードバックを得ることで、プ 

ロジェクト内容をより現実的なものへと発展させる。 

【日程案】令和元年 11月下旬～12月上旬頃 

 

（4）学校間の垣根を越えた交流の場の提供 

 プロジェクトに応募した学生チームは、設定したテーマ毎に混合チームを編 

成し、以後のプロジェクトを進めていく。学生が沖縄観光について自由に意見 

を交え、各自が得意とする分野において力が発揮できる環境を提供し、沖縄の 

未来を共に創り上げていく上での意識啓発及び向上に努める。 

 

（5）沖縄旅フェスタ 2019 in 沖縄コンベンションセンターへの参加 

 沖縄と直行便でつながる地域の観光関連事業者や自治体が一同に集まる当 

該イベントにて、ブースのサポートやイベント運営事務局の業務を体験し、 

国内外の観光業界で働く職員から観光プロモーションや受入のノウハウを学 

ぶ機会とする。また、本イベントへの参加を通じて県民の旅への興味関心の 

高さを認識することで、沖縄観光の可能性を実感できる場とする。 

【日程】令和元年 11月 2日（土）～3日（日） 

 

  （6）広報展開 

      参加学生による SNS発信やプロジェクト全体の様子を都度情報発信し、話 

題性の創出を図る。 

     ①instagramの活用 

     「＃沖縄観光 2020」等のハッシュタグを付け、当該プロジェクトの取り組みを 

      随時更新する。 

     ②プレスリリース 

      大きな取り組みを行う際、県内メディアに対し随時プレスリリースを行う。 


